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１ 多発する農作業事故 

  鹿児島県ではここ数年，死亡事故が多発しています。 

特に平成２３年以降，毎年１０名を上回るペースで悲惨な

死亡事故が発生している状況です（図１）。事故の内訳は， 

高齢者によるものが半数以上を占めています（図２）。 

 

２ 悲しみは事故のみで止まらない 

事故の影響は本人だけの問題ではなく，周りの方々にも

多くの悲しみを与えてしまいます。調査では事故の発生し

た農家の約３割が離農していると報告があります（図３）。 

大切な家族を涙で濡らす事がないよう，地域の皆さんに

迷惑を掛けないよう，十分な安全対策に心がけてください。 

 

３ 事故から自分を守る 

 農作業事故は突然やってきます。しかし，事故に遭わな

いように事前に対策をしておけば事故を防ぐ事ができます。 

(1) 機械は大丈夫か？ 

 ・定期点検の励行（作業前点検，一ヶ月点検の実施）。 

 ・作業時の異音，振動の確認（緩み，がたつき，カバー）。 

 ・駐車ブレーキは確実か。左右ブレーキの連結確認。 

 ・作業中断時はエンジン停止，油圧確認。 

(2) 環境（周り）は大丈夫か？  

・携帯電話，防護めがね，安全靴，ヘルメット，作業服。  

 ・ほ場整備（土手の崩れ，雑草，ほ場への侵入方法等）。 

 ・作業仲間との連携（エンジン始動時とバック時は警笛， 

  合図と声かけ）。 

 ・作業機（トラクタ等）の積み下ろしは適正か，慎重か。 

(3) 自分（作業者）は大丈夫か？ 

 ・こまめな休憩（５０分作業，１０分休憩）。 

 ・身体状態を確認（睡眠不足，過労，二日酔い等）。  

 ・精神状態を確認（慣れ作業，集中を妨げる考え事等）。  

普 及 だ よ り 
●編集発行                  鹿屋市打馬2 丁目16-6 

大隅地域振興局農林水産部農政普及課       TEL：0994-52-214６ 
肝属地域農業改良普及事業協議会         FAX：0994-52-2147 

 ホームページ http://www.pref.kagoshima.jp/chiiki/osumi/index.html 
  

＜要注意！！農作業事故が多発しています。＞ 
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現在，肝属川の南部に位置する肝属中部地区（鹿屋市，肝付町）において，１,５３７ｈａの畑地で畑

かんによる水利用を進めるための工事が行われています。 

このうち３地区(下図の赤色で囲った地区)では，平成２８年度末に一部で通水が開始され，今後，年

次的に通水地域が拡大する予定です。 

 

「畑かん通水」効果としては以下の内容が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

 

これらの効果を活用し，水利用による安定的な営農が地域に確実に定着されるように，平成２６年３

月に策定した『肝属中部地域畑地かんがい営農ビジョン』の実現に向けて，関係機関と連携しながら，

各種の推進方策をすすめていきます。 

 

 

肝属中部地区の畑地かんがい営農推進の紹介 

～ 台地に畑かん・潤う農業 ～ 

① 写真やグラフ，図を多用して，読みやすい構成でお願いします！ 
 
② 行数，行間は変更しないでください。 
 
③ 字体，色，などは見やすいように強調・変更等をして構いません。 
 
④ 字のサイズは基本的に１２ポイントを使用し，見出しなどは大きくする等工夫してください。

 
⑤ 割り当ては１ページです。（４２行程度） 

１ 水利用に要する時間，経費が節減される。 

２ 天候に左右されない計画的な作付けができる。  

３ 農業機械や農産物の洗浄，茶の防霜，風で付着した塩や灰の洗浄 

４ 栽培品目の増収効果 

５ 畑の資産価値の向上 
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